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鉄ひろい機
製作時間 ４０分

６年 電流のはたらき 製作費用約２００円

材料

・エナメル線 ・ビニールテープ ・乾電池 ・電池ボックス ・直径３０ｃｍ

準備 の角材 ・釘 ・ボルト（長さ１０ｃｍ程度） ・クリップ（多数）

・小さい釘（多数）

道具

・はさみ ・紙やすり

作り方
児童の活動 作り方のポイント

１ コイルを作る。 ①

①ボルトに厚紙を巻く。 ○コイルをきれいに巻くため

に、ボルトに厚紙を巻く。

②長さ、約１ｍのエナメル線 ②

を用意し、端を約３０ｃｍ

程残し、ボルトに巻く。

※エナメル線の太さが違うも

のを ， 種類ぐらい作って2 3

おくと、比較の実験ができ

る。

③

③エナメル線の両端をけずる ○けずる長さは 程度でよ。 5cm

い。また、けずり残しがない

ように注意する。

製作マニュアル
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３ ２本の角材にコイルを止め ①

る。 ○エナメル線が角材から離れな

①２本の角材の先端に、コイ いようにするため、ビニールテ

ルがくるようにコイルに巻 ープを使う。

いたエナメル線をそれぞれ

の角材にビニールテープで

止める （エナメル線が角材。

から離れてしまうようであ

れば、途中をビニールテー

プで止める 。 ○ビニールテープは、）

１巻きで十分。

②

②長方形の厚紙（縦 横1cm

）を半分に折り、厚紙10cm

の一方の端から までア3cm

ルミニウムはくで巻く。こ

、れを一方の角材の上に置き

エナメル線をアルミニウム

はくの中に入れ、さらにア

、ルミニウムはくを一巻きし

ビニールテープで止める。

（スイッチの作製④へ続く）

、 。○アルミニウムはくは 横 縦 ぐらいでよい3cm 5cm

③

③もう一方の角材に②と同じ ○エナメル線が角材からはず

位置にエナメル線をビニー れないようにビニールテープ

ルテープで止める。 でしっかり止める。
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④スイッチを完成させるため ④、

厚紙 の も う 一 方 の 端 から

のところまで アルミニ3cm

ウムはくを巻く。

４ エナメル線をつなぐ。 ①

①エナメル線を長さ 程度15cm

に切り、両端をけずる。

○けずり残しがないように注

意する。

②けずったエナメル線の一方 ②

を、３の④で作ったスイッ ○アルミニウムはくをス

チのアルミニウムはくの中 イッチとするため、アル

に入れる。 ミニウムはく同士が重な

るかどうか確認する。

③エナメル線を電池ボックス ③

とつなぐ。 ○電池ボックスとつなぐ

とき、エナメル線がけずれているか確認する。
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完成。

スイッチを入れ、コイルに釘

などがくっつくかどうか試し

てみる。

、電池を増やしたり

コイルの巻き数を増やしたり

して、電磁石がどのように変

化するか試してみる。


